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遺伝性腫瘍（スライド４～６）
　遺伝性腫瘍症候群の背景を簡単にお示しします。現在、年間 100 万人以上が、新たにがんを
罹患しているのが本邦の状況です。その中で、遺伝性腫瘍症候群に関連する保険既収載の検査を
こちらに挙げさせていただきます。100 万人以上が遺伝性腫瘍症候群のアセスメントの対象です
が、そのうち保険収載されている検査は、がんの治療が入り口である検査が多く、遺伝診療目的、
いわゆる “遺伝性 ”といったところに絞ったものは、朱色の７つに留まっています。最も発症リ
スクが高いはずのがん未発症者は、保険未収載というのが本邦の状況です。
　また、こちらは第 2回のゲノム医療基本計画ワーキンググループの厚生労働省の資料を一部提
示しておりますが、BRACAnalysis は国内で 2000 施設以上が検査を提出している中で、全国
のがん診療連携拠点病院 408 施設にアンケートを行った結果で見てみると、BRACAnalysis の
出検可能な施設が 83％、このうち遺伝カウンセリングの実施が可能な施設が 60％、血縁者への
確認検査の実施可能な施設が 55％、乳房MRI サーベイランスが可能な施設が 52％と、リスク
管理まで行っている施設は約半数というのが現状のようです。また、がん診療連携拠点病院をブ
ロック別に見てみると、JOHBOC（日本遺伝性乳癌卵巣癌総合診療精度機構）に属している施
設は 20％以下というのが現状のようです。地域や施設の均てん化というのが、課題ではないか
と思われまます。
　現在、疾患や遺伝性腫瘍症候群ごとではなく、臓器横断的なMGPTの本邦初の手引きが作成
中であり、来年の 3月に発刊予定です。がん易罹患性 56遺伝子毎のエビデンス、小児領域も入
れた各臓器ごとのエビデンスやリスク管理について、国内のガイドライン、海外のガイドライン、
ガイドブック、各種文献を基に掲載する予定です。以上、遺伝性腫瘍の状況についてお話ししま
した。
　この後、足立先生お願いいたします。

難病（スライド７～ 19）
【足立】では、ここからは事前アンケートの難病に関して、結果を報告させていただきます。難
病の遺伝学的検査について実施するものをご回答、ご選択いただきました。その結果、遺伝学的
検査やマイクロアレイ染色体検査などが多くの施設で実施されており、また IRUD、あるいは衛
生検査所や大学研究所で実施されているような研究検査も積極的に活用されているということが
見て取れました。これは非常に喜ばしいことではあるのですが、ひょっとしたら保険診療の検査
のみでは不十分ということの表れかもしれません。また、検査実施場所や委託先につきましては、
国内の衛生検査所、検査会社が最も多い状況ではありますが、遺伝性腫瘍に比べますと、自施設
の検査室、あるいは国内の医療機関が多い、という点が難病の特徴かと思います。月間の検査実
施数につきましても、月間 10件以下が 7割を占め、この点は遺伝性腫瘍とは異なる部分ではあ
りますが、その一方で、月間 101 件以上という回答も 2施設ありました。
　検査結果の解釈を行う体制については、臨床遺伝専門医が行っているという回答が最も多く、
続いて、医師以外の認定遺伝カウンセラー、ジェネティックエキスパート等、臨床遺伝専門医で
はない医師、他機関の専門家の順で、傾向としては遺伝性腫瘍と変わるものではありませんでし
た。
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　また、ここからは、全ゲノム医療が開始された場合、という仮定の下でご回答いただきました。
「検査結果の解釈をどこが担当すると思いますか」という質問に対して、遺伝医療部門が一括し
て担当とご回答いただいたのが約 7 割、腫瘍と難病で分かれるというのが約 2 割のご回答であっ
たのに対して、遺伝カウンセリングについては約 9 割の方が、遺伝診療部門が一括して担当する
とご回答になり、腫瘍と難病で分かれると回答されたのは3施設、7％にとどまりました。また、「既
に準備していることはありますか」という質問に対して、さまざまな職種の医師の獲得準備を進
めている、あるいは地域連携、講習会参加といった、さまざまな準備を進めているというご回答
がありました。一方で、何もしていないという回答もあり、ここでは若干の温度差があるのかも
しれません。

　では、ここからは、サブグループの議論にあたって、難病の遺伝学的検査の背景と現状を説明
いたしましたので、皆さまにも共有させていただきます。
　難病の遺伝学的検査は、平成 18 年度に D006-4、進行性筋ジストロフィー遺伝子検査として
3 疾患 2000 点が保険収載されました。そののち、2 年ごとの診療報酬改定によって対象疾患が
増えてまいりました。令和 6 年度までに 196 疾患が対象となり、また、令和 6 年度の診療報酬
改定では、患者から 1 回に採取した検体を用いて複数の遺伝子疾患に対する検査を実施すること
が可能となったというのが、非常に大きなポイントとなっております。現在は、診療報酬点数は
3 段階に分かれており、処理が容易なもの 3880 点、処理が複雑なもの 5000 点、処理が極めて
複雑なもの 8000 点という内訳になっております。また、検査実施施設につきましては、衛生検
査所、医療機関、海外の検査会社の他、衛生検査所が受託し、海外の検査会社へ二次委託する場
合もあります。検査の種類や保険は、先ほどお示しした保険診療の他、被保険（自費診療）や研
究で行われる場合もあります。検査方法もさまざまございまして、次世代シークエンサー、パネル、
エクソーム、全ゲノム、PCR、G-band、FISH、マイクロアレイ、MLPA に加え、疾患に応じ
た、さまざまな検査方法が取られております。ただ、体外診断用医薬品として薬事承認を受けて
いる検査方法は、これらのうちマイクロアレイなど、ごくわずかです。多くの検査は自家調整試薬、
Laboratory Developed Test（LDT）として実施されています。
　こちらは難病と遺伝性腫瘍を比較した表になります（スライド 17）。診療保険点数につきまし
ては、先ほどご提示しましたとおり、遺伝学的検査では 3 段階に分かれておりますが、遺伝性
腫瘍の場合、例えば BRCA1/2 ですと、2 万 200 点の点数が付いておりまして、この段階で大
きな差が開いております。また、検査に用いる試薬・機器につきましても、難病は自家調整試薬

（LDT）ですが、遺伝性腫瘍の場合は、薬機法による承認を得た体外診断用医薬品（IVD）ある
いは医療機器（MD）が用いられており、BRACAnalysis についても高度管理医療機器として
MD の承認が取られています。
　では、難病も薬機法による承認を取ればいいのでは、というご意見もあろうかと思いますが、
先ほど来お示ししておりますとおり、難病の遺伝学的検査は疾患単位となっており、疾患当たり
の患者数や検体数が非常に少ないことから、採算性の面でなかなか開発が難しく、また、薬機法
による承認を取るためにはバリデーション（検査の妥当性に関する評価）が必要となってまいり
ますが、陽性検体の入手が困難であるということから、開発には後ろ向きである、ということが
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難波班の調査で判明しております。
　また、令和 6 年度には、複数の疾患が疑われる場合の評価がなされました。指定難病には、臨
床症状が類似する疾患が多数存在しており、臨床症状や他の検査結果等では、どの遺伝学的検査
を行うべきか、なかなか絞り込めない現状があります。また、疾患ごとに検査項目が定められて
いますので、例えば、この図にお示ししているような特定の臨床所見を示す患者さんがいらっしゃ
る場合、まず疾患 A の検査を行い陰性、疾患 B で陰性、疾患 C で陰性、疾患 D でようやく陽性
というように、何度も検査を繰り返さないと診断に至らないという現状がありました。難病領域
では、診断を求める終わりなき旅、diagnostic odyssey ということがずっと言われておりまして、
これに対応する方策として、未診断疾患イニシアチブ IRUD が研究として行われてきた実情が
あります。
　これに対して、令和 6 年度診療報酬改定により、患者から 1 回に採取した検体を用いて複数の
遺伝子疾患に対する検査を実施することが可能になりました。これにより、先ほどの患者さんで
言いますと、疾患 A、B、C、D について一度に検査を行うことができ、すぐに診断にたどり着
くというメリットがあります。ただし、どこでも誰でもできる状況にはなく、当該医師は難病の
ゲノム医療に係る所定の研修（難病ゲノム医療専門職養成研修）を修了していること、という要
件がございます。

サブグループでの議論（スライド 20～ 24）
　以上のような背景を踏まえまして、サブグループで議論していただきたいこととして、「いま、
遺伝医療の現場はどのような様子か、問題点は」「今後（全ゲノム医療を見据えて）何が問題点・
課題として挙げられるか」。地域・施設によっては「出来る事、出来そうな事、望ましい形」は
異なるかもしれません。その場合に、「地域医療の均てん化をどのように考えるか」といったこ
とを踏まえ、３つのテーマを設けました。1 番目が「望ましい遺伝医療（遺伝学的検査を含む）
のあり方」について。2 番目が「遺伝学的検査の実施施設として必要なこと」。3 番目が「遺伝学
的検査の結果の解釈」についてです。
　まず、結果の解釈について、４つのサブグループに分かれてご議論いただきました。各サブグ
ループから提示された現状・課題をまとめたものになります。各科や連携施設で実施された遺伝
学的検査の情報が遺伝部門へ共有されなかったり、紹介までに時間がかかったりするといった、
情報の共有に課題が見られるということ。結果解釈が非常に困難であるということ。解釈にあたっ
ては勉強が必要となり、それにはマイクロアレイ染色体検査なども含まれるということ。また、
講習会を受けるハードルが高い、というご意見もありました。施設間や検査会社間で結果解釈の
ばらつきがある、というご意見もありました。結果解釈に対して評価や点数が付かない、現在は
ボランティアベースであって、特定の方に結果解釈を委ねがちである、といった、さまざまな現
状をご提示いただきました。
　そういった現状・課題に関して解決案としてご提示いただいたのが、まずは確認・相談しやす
いネットワークづくり。これには、診療科間あるいは施設間のネットワークが必要であろうとい
うこと。また、全てを遺伝医療部門が抱えるのではなく、後方支援の形もあるのではないか、と
いうご提案もいただきました。また、現在はボランティアベースという点も大きく、持続可能な
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方法や制度が必要であろうということで、その一つとしてインセンティブ、具体的には実施料や
判断料の加算、あるいは施設要件による加算といったご意見があります。また、アノテーション
の精度管理、均てん化が必要ということで、検査担当部門に関与いただく、あるいは学会として
ご対応いただく、エキスパートパネルを設置する、こういったご提案もいただきました。
　続きまして、遺伝学的検査の実施施設として必要なこと。まず、現状と課題です。遺伝診療の
需要はあるが、大学病院を紹介するとなると、なかなか敷居が高いという患者さんもいらっしゃ
るようです。また、遠方から紹介される場合、あるいは、ご家族が遠方にお住まいの場合には、
検査後のフォローが難しい。遺伝学的検査を実施した後の、移行期医療や保因者診断まで含めた
臨床マネージメントが難しい、といった課題が提示されました。診療科単価としての収益が低い
ため、人材（医師、CGC、サポートスタッフ）を増やすことが難しいこと。院内の周知がなさ
れていないこと。実施できるサーベイランスが限られていること。遺伝カウンセラーのみでの対
応では加算が取れないこと、などの現状と課題が示されました。これに対する解決案として、ま
ずは相談しやすいネットワークづくりが重要であるということと、遺伝情報に基づいた診療が提
供できることが必要であるということ。また、医師以外のサポートスタッフの充実が必要となり
ますが、これは、施設単独でできればもちろんいいのですが、地域の医療機関との連携体制を作
ることも必要であると考えられます。また、検査部門にもさまざまな形で関わってもらう。ある
いは、昨年、一昨年もテーマとしてありましたが、遺伝子診療科を標榜科にする。遺伝カウンセ
ラーの国家資格化を目指す。こういったご提案がなされました。

まとめ（スライド 25、26）
【吉田】ここまで足立先生より結果の解釈と遺伝学的検査の実施施設として必要なことについて、
サブグループの討論の結果をお伝えいただきました。最後に、これらの結果を踏まえ「難病・腫
瘍ともに考える望ましい遺伝医療（検査を含む）のあり方は？」に関してのディスカッションの
まとめをさせていただきます。
　難病は、“希少性 ”、つまり、数が少なくてできないことがあるということと、一方、腫瘍は、
“夥多性 ”、数が多すぎてできないことがある、この両者の目線から、法律の壁、保険の壁、精
度の壁を分けて考える必要があるのではないかと思われます。診療体制としては、難病は専門性
が高く症例数が少ないので、各診療科で主導せざるを得ない状況の一方で、腫瘍は数が多く、遺
伝診療部門のみで全てを対応することができないため各診療科で対応することが必要ではないか
といったようなことが挙げられていました。また、それぞれの共通認識として、院内の検査体制
について、各施設に遺伝子検査の中央管理が可能な遺伝子検査室などの存在があると難病、腫瘍
ともに望ましいのではないか、安全に院内で遺伝子の検査を進めることにつながるのではないか、
というご意見がありました。それから、遺伝医療の人材育成や地域・施設間での連携が大切であ
るといったことも挙げられていました。また、保険収載についてですが、難病と腫瘍で薬事承認
の考え方が異なることが挙げられていました。先ほど足立先生のスライドにもございましたが、
臨床検査と研究がベースの検査、LDTと IVD、それぞれ使える試薬も違う現状など、薬事承認
に対する考え方が異なるところがあると思います。このような現状で、アカデミアなどから本邦
の遺伝診療の検査精度や保険収載について、こういった形が望ましい、というようなポンチ絵な
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どを行政へ提示していくといったことが必要ではないかといったご意見がありました。
　また、検査の精度でアノテーションはどこが行うのが良いのかについて、腫瘍のCGP検査は
エキスパートパネルの評価提供料（医学管理料）が検査実施料と別に設けられていますが、難病は、
ほぼアノテーションに対する算定は付かずに実施施設で行っているという現状です。検査にかか
る診療報酬としては、検査実施料、医学管理料、検体検査診断料の３つがありますが、アノテー
ション加算などを施設認定要件で構築するなど、アノテーションを底上げしていくような工夫が
できないかといったご意見がありました。ワークショップ 4からは、以上のような情報共有をさ
せていただきました。

【櫻井】ありがとうございました。遺伝学的検査について、把握と共有ということで、望ましい
医療の在り方、自施設の要件、結果の解釈、それぞれについて、最後のほうで法律、保険制度の
いろんな壁があるということも含めて全体像をまとめ、そして、それについてディスカッション
をいただきました。皆さまのほうからご質問、コメント等ございますでしょうか。小崎先生どうぞ。

【小崎】足立先生の発表は、非常によく分かりやすかったのですが、一言、付け加えさせていた
だきますと、難病法では指定難病の診断をしっかりやるようにということが明言されているので、
多少その要件が緩い。緩いという表現は適切ではないと思いますが、緩和されているという背景
があります。なので、その部分は理解をいただく必要があって、指定難病ということが妙に浮き
出ているのは、それがあります。なので、例えば、小児慢性の病気はできないとか、さまざまな
問題があり、結構、根が深いことがあるんだというふうに拝見しています。以上です。

【櫻井】ありがとうございます。他、いかがでしょうか。古庄先生、お願いします。

【古庄】ありがとうございます。本ワークショップの提案に関わらせてもらいましたので、素晴
らしいものに仕上げていただいてよかったと思います。
　恐らく、この遺伝性腫瘍と難病が、こういう形で同じ場で議論されるというのは、本当に画期
的だなと思っております。そして、いつも疑問に思っていたHBOCの BRCA1/2 の検査の点数
と、遺伝学的検査の「処理が容易」「処理が複雑」「処理が極めて複雑」の 3段階の点数について、
きれいに示していただいて非常に印象深かったのですが、先生方の議論の中で、ギャップを埋め
る。一応 LDTと IVDの差で、致し方がないというところもあると思うんですけど、今後それ
を埋める遺伝学的検査として、同じものとして、価格とか位置付けを埋めていくための道筋など
は、議論されましたでしょうか。

【足立】説明の段階で、資料として提示をさせていただいきましたが、いろいろな立て付けが違
うという点をご理解いただいたところで、それを超えてどうというのは難しいのかなという気が
しております。特段のご意見はなかったように記憶しておりますが、吉田先生、何か覚えていらっ
しゃいましたらお願いします。
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【吉田】特に討論の中ではありませんでしたが、2万 200 点というのは高すぎるという意味で宜
しいでしょうか？これは、IVDと LDTの差というのではなく、遺伝子が二つであるということ
と、シークエンスとMLPAと両方を見ているということ、診断料が入っていることが理由であ
ると思うのですが、でも、難病のほうは確かに、複数の遺伝子をされているのに、なぜ、こちら
では遺伝子の数ごとに数えているのか、という理由は、すみませんが私も分かりません。

【櫻井】これは、BRCA1、BRCA2、それぞれが、処理が極めて複雑なもので、8000、8000 で、
さらに 2000 点の何かあって、今、吉田先生がおっしゃったようなのは、全部、足し算して点数
が出てきたという、後付けの根拠だったような話を、かつて聞いた記憶があります。間違ってい
たら、どなたか訂正していただきたいです。

【古庄】IVDでしっかりシステムを構築すると、恐らく今の 3800、5000、8000 点ではペイが
できないので、企業が参入できないんだと思われますので、その辺のいい落としどころが、今後
あるといいなというふうに思います。ありがとうございました。

【Q】難病において、複数の遺伝子疾患に対する検査を行う場合、保険点数が主たる検査の所定
点数の 100 分の 50になりますが、検査会社からの請求は減額されないため、病院の持ち出し分
が増えてしまうとの説明を受けましたが、実際はどうなのでしょうか。この点についてご教示、
ご指導いただければ幸いです。

【小崎】これはもともと 8000 点のものに 50 パーセント加えて、1万 2000 点になっていると
いう意味なので、持ち出しには多分ならないと思います。1万 2000 点の検査を、検査会社がい
くらで受けるかという話になります。つまり、1万 2000 点という点数の設定の根拠が 50パー
セント増しですよね。8000 点プラス 8000 点じゃなくて、8000 点プラス、8000 点の半分の
4000 点で、1万 2000 点という、そういう計算のはずです。よろしいでしょうか。だから持ち
出しにはならないと思います。以上です。

【竹内】8000 点の検査を２つ出す場合、主たる検査と、主たる検査の 100 分の 50ということで、
1万 2000 点になるのかなと判断したのですが。その場合、仮にですが、8000 点の検査の場合、
8000 点の検査を２つという形で検査会社から請求が来るのだとすると、持ち出しになってしま
うというような、うちの検査課からの意見がありました。実際はどういう解釈なのか、それで、
これを出すことを検討したのですが、検査課からそういった意見があったので、実際はどういう
運用なのかを教えていただければと思いました。

【小崎】これまでの、従来の 8000 点の検査を 2回に分けてやる分には、8000 点ずつ取れるは
ずです。それで事実上、難病のパネル検査的に出す場合には 1万 2000 点、請求していいという
ことになります。
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【竹内】分かりました。ありがとうございます。

【櫻井】先ほどの、2万 200 点問題について。これは、BRACAnalysis 診断システムは、区分番
号D006-2、造血器腫瘍遺伝子検査の所定点数 2回分、2100 点× 2と、区分番号D006-4、遺
伝学的検査の 3処理が極めて複雑なもの、の所定回数 2回分、8000 点× 2で、全部合わせて 2
万 200 点ということだそうです。ありがとうございました。
　それでは吉田先生、足立先生、ありがとうございました。
　最後に、小崎先生に全体のワークショップまとめていただいて、このワークショップ、総合討
論を終わりにしたいと思います。よろしくお願いします。

【小崎】今回、ワークショップを企画するにあたって、単一の答えを出すようなことではなく、
複数の視点ないし、多数の視点から問題に光を当てるというようなことを背景にできたら良いか
なと思って、理事の先生も含めて議論させていただきました。そういう意味では、ぴたっとした
答えが出なかったと思いますが、最後の難病の事例に示されたように、お互い疑問に思っていた
ことについて、こういうことがあるんだということが分かったりしたのは、よかったと思います。
あとは、データベースのことなどを含めて、提案的なものもありました。単に視点の違いを認識
するだけではなくて、解決に向かうような動きを知っていく必要があると思いますので、みんな
で力を合わせましょう。どうもありがとうございました。

【櫻井】ありがとうございました。では、以上で総合討論を終了させていただきます。
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第 22回全国遺伝子医療部門連絡会議　参加者名簿

〈参加維持会員施設〉� 施設番号順

施設
番号 施設名 部門名

1 北海道大学病院 臨床遺伝子診療部

2 札幌医科大学附属病院 遺伝子診療科／小児科／ 
大学院医学研究科修士課程臨床遺伝学

3 旭川医科大学病院 遺伝子診療カウンセリング室

7 東北大学病院 遺伝科／遺伝子診療部

8 岩手医科大学附属病院・内丸メディカルセンター 臨床遺伝科

9 福島県立医科大学附属病院 遺伝診療部

10 群馬大学医学部附属病院 遺伝子診療部

11 自治医科大学附属病院 がんゲノム医療部／遺伝カウンセリング室／ 
脳神経センター

13 筑波大学附属病院 遺伝診療部

14 埼玉医科大学病院 ゲノム医療科

16 千葉大学医学部附属病院 遺伝子診療部

17 日本大学医学部附属板橋病院 臨床検査医学科

18 帝京大学医学部附属病院 がんゲノム医療支援室・腫瘍内科

19 日本医科大学付属病院 遺伝診療科／女性診療科／産婦人科

20 東京大学医学部附属病院 ゲノム診療部

21 東京大学医科学研究所 ゲノム診療部

22 東京科学大学病院 遺伝子診療科

23 順天堂大学医学部附属順天堂医院 臨床遺伝学

24 慶應義塾大学 臨床遺伝学センター

25 東京医科大学病院 遺伝子診療センター

26 東京女子医科大学病院 ゲノム診療科

27 東京慈恵会医科大学附属病院 遺伝診療部

28 昭和大学病院 産婦人科

29 杏林大学医学部付属病院 遺伝子診療センター／産科婦人科

30 東邦大学医療センター大森病院 臨床遺伝診療部

31 横浜市立大学附属病院 遺伝子診療科

32 聖マリアンナ医科大学病院 遺伝診療部

33 学校法人北里研究所　北里大学病院 遺伝診療部

34 東海大学医学部付属病院 遺伝子診療科

35 山梨大学医学部附属病院 遺伝子疾患診療センター

36 信州大学医学部附属病院 遺伝子医療研究センター

37 新潟大学医歯学総合病院 ゲノム診療部 遺伝医療センター

39 金沢大学附属病院 遺伝診療部
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施設
番号 施設名 部門名

41 福井大学医学部附属病院 遺伝診療部／脳神経内科

42 浜松医科大学医学部附属病院 遺伝子診療部

43 岐阜大学医学部附属病院 ゲノム疾患・遺伝子診療センター

44 名古屋大学医学部附属病院 ゲノム医療センター／ 
卒後臨床研修キャリア形成支援センター・小児科

46 藤田医科大学病院 臨床遺伝科／医学研究科分子遺伝／ 
分子遺伝学研究部門

47 愛知医科大学 看護学部

48 三重大学医学部附属病院 ゲノム医療部

50 奈良県立医科大学附属病院 遺伝カウンセリング室

51 京都大学医学部附属病院 遺伝子診療部／ゲノム医療学／ 
大学院遺伝カウンセラーコース

52 京都府立医科大学附属病院 遺伝子診療部遺伝相談室／脳神経内科学／ 
血液内科／小児科／消化器内科

54 大阪大学医学部附属病院 遺伝子診療部／産婦人科

55 大阪公立大学医学部附属病院 ゲノム医療センター

56 近畿大学病院 遺伝子診療部

57 和歌山県立医科大学附属病院 遺伝診療部

58 関西医科大学附属病院 臨床遺伝センター／産婦人科

59 神戸大学医学部附属病院 遺伝子診療部／小児科

60 兵庫医科大学病院 遺伝子医療部

61 岡山大学病院
臨床遺伝子診療科／産科婦人科／脳神経内科／ 
循環器内科／分子血液病理学／ 
スペシャルニーズ歯科センター

62 川崎医科大学附属病院 遺伝診療センター／小児科／病院長付

63 鳥取大学医学部附属病院 遺伝子診療科／研究推進機構 研究基盤センター

64 島根大学医学部附属病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター

65 広島大学病院 遺伝子診療科／看護部

66 山口大学医学部附属病院 遺伝・ゲノム診療部

67 徳島大学病院 ゲノム医療センター／ 
医歯薬学研究部臨床神経科学分野

68 愛媛大学医学部附属病院 臨床遺伝医療部／産婦人科／ 
総合診療サポートセンター

69 高知大学医学部附属病院 臨床遺伝診療部／検査部

70 香川大学医学部附属病院 臨床遺伝ゲノム診療科

71 産業医科大学病院 遺伝カウンセリング科

72 九州大学病院 臨床遺伝医療部

74 久留米大学病院 遺伝外来／小児科／小児科学講座

75 佐賀大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室
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施設
番号 施設名 部門名

41 福井大学医学部附属病院 遺伝診療部／脳神経内科

42 浜松医科大学医学部附属病院 遺伝子診療部

43 岐阜大学医学部附属病院 ゲノム疾患・遺伝子診療センター

44 名古屋大学医学部附属病院 ゲノム医療センター／ 
卒後臨床研修キャリア形成支援センター・小児科

46 藤田医科大学病院 臨床遺伝科／医学研究科分子遺伝／ 
分子遺伝学研究部門

47 愛知医科大学 看護学部

48 三重大学医学部附属病院 ゲノム医療部

50 奈良県立医科大学附属病院 遺伝カウンセリング室

51 京都大学医学部附属病院 遺伝子診療部／ゲノム医療学／ 
大学院遺伝カウンセラーコース

52 京都府立医科大学附属病院 遺伝子診療部遺伝相談室／脳神経内科学／ 
血液内科／小児科／消化器内科

54 大阪大学医学部附属病院 遺伝子診療部／産婦人科

55 大阪公立大学医学部附属病院 ゲノム医療センター

56 近畿大学病院 遺伝子診療部

57 和歌山県立医科大学附属病院 遺伝診療部

58 関西医科大学附属病院 臨床遺伝センター／産婦人科

59 神戸大学医学部附属病院 遺伝子診療部／小児科

60 兵庫医科大学病院 遺伝子医療部

61 岡山大学病院
臨床遺伝子診療科／産科婦人科／脳神経内科／ 
循環器内科／分子血液病理学／ 
スペシャルニーズ歯科センター

62 川崎医科大学附属病院 遺伝診療センター／小児科／病院長付

63 鳥取大学医学部附属病院 遺伝子診療科／研究推進機構 研究基盤センター

64 島根大学医学部附属病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター

65 広島大学病院 遺伝子診療科／看護部

66 山口大学医学部附属病院 遺伝・ゲノム診療部

67 徳島大学病院 ゲノム医療センター／ 
医歯薬学研究部臨床神経科学分野

68 愛媛大学医学部附属病院 臨床遺伝医療部／産婦人科／ 
総合診療サポートセンター

69 高知大学医学部附属病院 臨床遺伝診療部／検査部

70 香川大学医学部附属病院 臨床遺伝ゲノム診療科

71 産業医科大学病院 遺伝カウンセリング科

72 九州大学病院 臨床遺伝医療部

74 久留米大学病院 遺伝外来／小児科／小児科学講座

75 佐賀大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室
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施設
番号 施設名 部門名

76 長崎大学病院 ゲノム診療センター遺伝カウンセリング部門／ 
産婦人科

77 熊本大学病院 生命科学研究部 / 遺伝診療センター

78 大分大学医学部附属病院 遺伝子診療室／呼吸器・感染症内科／ 
神経内科学講座

79 宮崎大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング部

80 鹿児島大学病院 遺伝カウンセリング室

81 琉球大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室／育成医学講座

82 東北医科薬科大学病院 腫瘍内科／小児科

84 国立循環器病研究センター ゲノム医療支援部

85 国立国際医療研究センター 臨床ゲノム科

86 国立成育医療研究センター 遺伝診療センター遺伝診療科／ 
周産期・母性診療センター

88 国立がん研究センター東病院 遺伝子診療部門

89 国立がん研究センター中央病院 遺伝子診療部門

91 千葉県こども病院 遺伝診療センター

92 地方独立行政法人神奈川県立病院機構 
神奈川県立こども医療センター 遺伝科

94 社会医療法人母恋　天使病院 臨床遺伝センター

96 独立行政法人国立病院機構新潟病院 遺伝診療科／臨床研究部

97 東京都立小児総合医療センター 遺伝診療部／臨床遺伝科

98 がん・感染症センター　東京都立駒込病院 遺伝子診療科

99 大阪市立総合医療センター 小児代謝内分泌・腎臓内科

100 独立行政法人国立病院機構医王病院 遺伝カウンセリング部門

101 名古屋市立大学医学部附属西部医療センター ゲノム医療センター

103 学校法人聖路加国際大学聖路加国際病院 看護部

104 独立行政法人九州医療センター ゲノム診療部

107 国立病院機構京都医療センター 遺伝診療部

109 医療法人　慈桜会　瀬戸病院 遺伝診療科

110 北野病院 乳腺外科

111 国立病院機構東京医療センター 遺伝診療科

112 静岡県立総合病院 ゲノム医療センター

113 社会医療法人愛仁会高槻病院 遺伝診療センター／乳腺外科

114 愛知県がんセンター 研究所

115 国立病院機構名古屋医療センター 遺伝診療科

116 埼玉医科大学総合医療センター 産婦人科

117 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 臨床遺伝診療科／検査部

118 公益財団法人ちば県民保健予防財団 遺伝子診療科
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番号 施設名 部門名

119 愛知県医療療育総合センター 小児内科・遺伝診療科

120 大阪急性期・総合医療センター 遺伝診療センター

121 東邦大学医療センター佐倉病院 臨床遺伝診療センター

122 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 臨床遺伝診療科

124 亀田総合病院 臨床遺伝科／産婦人科

125 東京都立多摩総合医療センター ゲノム診療科

126 静岡県立静岡がんセンター ゲノム医療推進部

127 茨城県立中央病院 遺伝子診療部

128 昭和大学横浜市北部病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター

129 香川県立中央病院 ゲノム医療センター

130 堺市立総合医療センター 遺伝診療科／がんゲノムセンター

131 青森県立中央病院 臨床遺伝科

132 兵庫県立がんセンター 遺伝診療科／看護部

133 国立病院機構北海道がんセンター がんゲノム医療センター

134 富山県立中央病院 遺伝診療科

136 トヨタ記念病院 ゲノム医療科

137 佐世保市総合医療センター ゲノム医療センター　遺伝カウンセリング室

138 県立広島病院 ゲノム診療科／生殖医療科

139 横浜市立大学附属市民総合医療センター 遺伝子診療科／ 
総合周産期母子医療センター新生児科

140 独立行政法人国立病院機構四国がんセンター 遺伝性がん診療科

141 兵庫県立こども病院 臨床遺伝科

142 がん研有明病院 臨床遺伝医療部

143 姫路赤十字病院 遺伝子診療科

144 岐阜県総合医療センター 遺伝子診療科

145 武蔵野赤十字病院 産婦人科

147 島根県立中央病院 臨床腫瘍科

148 加古川中央市民病院 遺伝子診療部

150 倉敷中央病院 遺伝診療部
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施設
番号 施設名 部門名

119 愛知県医療療育総合センター 小児内科・遺伝診療科

120 大阪急性期・総合医療センター 遺伝診療センター

121 東邦大学医療センター佐倉病院 臨床遺伝診療センター

122 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 臨床遺伝診療科

124 亀田総合病院 臨床遺伝科／産婦人科

125 東京都立多摩総合医療センター ゲノム診療科

126 静岡県立静岡がんセンター ゲノム医療推進部

127 茨城県立中央病院 遺伝子診療部

128 昭和大学横浜市北部病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター

129 香川県立中央病院 ゲノム医療センター

130 堺市立総合医療センター 遺伝診療科／がんゲノムセンター

131 青森県立中央病院 臨床遺伝科

132 兵庫県立がんセンター 遺伝診療科／看護部

133 国立病院機構北海道がんセンター がんゲノム医療センター

134 富山県立中央病院 遺伝診療科

136 トヨタ記念病院 ゲノム医療科

137 佐世保市総合医療センター ゲノム医療センター　遺伝カウンセリング室

138 県立広島病院 ゲノム診療科／生殖医療科

139 横浜市立大学附属市民総合医療センター 遺伝子診療科／ 
総合周産期母子医療センター新生児科

140 独立行政法人国立病院機構四国がんセンター 遺伝性がん診療科

141 兵庫県立こども病院 臨床遺伝科

142 がん研有明病院 臨床遺伝医療部

143 姫路赤十字病院 遺伝子診療科

144 岐阜県総合医療センター 遺伝子診療科

145 武蔵野赤十字病院 産婦人科

147 島根県立中央病院 臨床腫瘍科

148 加古川中央市民病院 遺伝子診療部

150 倉敷中央病院 遺伝診療部
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1 北海道大学病院 臨床遺伝子診療部 060-8648 北海道札幌市北区北14条西5
丁目

011-706-4395 
（内）4395 011-706-4394 山田　崇弘

2 札幌医科大学附属病院 遺伝子診療科 060-8543 北海道札幌市中央区南1条西
16丁目291

011-611-2111 
38750/27900 011-688-5354 櫻井　晃洋

3 旭川医科大学病院 遺伝子診療カウンセリング室 078-8510 北海道旭川市緑が丘東2条
1-1-1 0166-68-2870 0166-68-2879 蒔田　芳男

4 弘前大学医学部附属病院 総合患者支援センター／ 
遺伝カウンセリング部門 036-8563 青森県弘前市本町53 0172-39-5551 0172-39-5338 田坂　定智

5 秋田大学医学部附属病院 遺伝子医療部 010-8543 秋田県秋田市本道1-1-1 018-884-6159 018-836-2620 高橋　勉

6 山形大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室 990-9585 山形県山形市飯田西2-2-2 023-628-5296 
（内）5296 023-628-5583 鈴木　民夫

7 東北大学病院 遺伝子診療部 980-8574 宮城県仙台市青葉区星陵町
1-1 022-717-8139 022-717-8142 青木　洋子

8 岩手医科大学附属病院・ 
内丸メディカルセンター 臨床遺伝科 020-8505 岩手県盛岡市内丸19-1 019-651-5111 

（内）3258 019-907-3771 鈴森　伸宏

9 福島県立医科大学附属病院 遺伝診療部 960-1295 福島県福島市光が丘1 024-547-1290 024-548-3878 門馬　智之

10 群馬大学医学部附属病院 遺伝子診療部 371-8511 群馬県前橋市昭和町3-39-15 027-220-8122 027-220-8136 小澤　厚志

11 自治医科大学附属病院 遺伝カウンセリング室 329-0498 栃木県下野市薬師寺3311-1 0285-58-7342 0285-44-4902 松本　歩

12 獨協医科大学病院 遺伝・ゲノム診療部 321-0293 栃木県下都賀郡壬生町北小
林880

0282-86-1111 
（内）2670 0282-86-6856 成瀬　勝彦

13 筑波大学附属病院 遺伝診療部 305-8575 茨城県つくば市天王台1-1-1
医学学系棟4B260

029-853-3177 
（内）3352 029-853-3333 野口　恵美子

14 埼玉医科大学病院 難病センター  遺伝子診療部 350-0495 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂
本郷38 049-276-1741 049-276-1741 沼倉　周彦

16 千葉大学医学部附属病院 遺伝子診療部 260-8677 千葉県千葉市中央区亥鼻
1-8-1 043-226-2325 043-226-2325 市川　智彦

17 日本大学医学部附属板橋病院 遺伝相談室 173-8610 東京都板橋区大谷口上町
30-1

03-3972-8111 
（内）2570 03-5375-8076 中山　智祥

18 帝京大学医学部附属病院 がんゲノム医療支援室 173-8606 東京都板橋区加賀2-11-1 03-3964-1211 03-3964-9177 渡邊　清高

19 日本医科大学付属病院 遺伝診療科 113-8603 東京都文京区千駄木1-1-5 03-3822-2131 
（内）6292 山田　岳史

20 東京大学医学部附属病院 ゲノム診療部 113-8655 東京都文京区本郷7-3-1 03-5800-9566 
（内）35412 03-5800-8873 織田　克利

21 東京大学医科学研究所 ゲノム診療部 108-8639 東京都港区白金台4-6-1 03-6409-2100 03-6409-2103 古川　洋一

22 東京科学大学病院 遺伝子診療科 113-8519 東京都文京区湯島1-5-45 03-5803-4724 03-5803-4725 吉田　雅幸

23 順天堂大学医学部附属順天堂医院 臨床遺伝外来 
（遺伝性疾患部門） 113-8431 東京都文京区本郷3-1-3 03-3813-3111 03-5800-5022 新井　正美

24 慶應義塾大学 医学部／臨床遺伝学センター 160-0016 東京都新宿区信濃町35 03-5363-3890 03-5843-7084 小崎　健次郎

25 東京医科大学病院 遺伝子診療センター 160-0023 東京都新宿区西新宿6-7-1 03-3342-6111
（医局ex）5822 03-6258-0395 稲垣　夏子

26 東京女子医科大学病院 ゲノム診療科 162-8111 東京都新宿区河田町8-1 03-3353-8111 03-5269-7594 山本　俊至

27 東京慈恵会医科大学附属病院 遺伝診療部 105-8471 東京都港区西新橋3-19-18 03-3433-1111 
（内）3545 03-3432-1533 川目　裕

28 昭和大学病院 臨床遺伝医療センター 142-8666 東京都品川区旗の台1-5-8 03-3784-8670 03-3784-8355 関沢　明彦

29 杏林大学医学部付属病院 遺伝子診療センター 181-8611 東京都三鷹市新川6-20-2 0422-47-5511 0422-44-0645 市川　弥生子

30 東邦大学医療センター大森病院 臨床遺伝診療部 143-8541 東京都大田区大森西6-11-1 03-3762-4151 03-3765-7671 片桐　由起子

31 横浜市立大学附属病院 遺伝子診療科 236-0004 神奈川県横浜市金沢区福浦3-9
先端医科学研究センター405 045-787-2692 045-350-2858 浜之上はるか

32 聖マリアンナ医科大学病院 遺伝診療部 216-8511 神奈川県川崎市宮前区菅生
2-16-1 044-977-8111 044-977-8111 右田　王介

33 学校法人北里研究所 
北里大学病院 遺伝診療部 252-0375 神奈川県相模原市南区北里

1-15-1 042-778-7966 042-778-7985 高田　史男

34 東海大学医学部付属病院 遺伝子診療科 259-1193 神奈川県伊勢原市下糟屋143 0463-93-1121 0463-92-2600 大貫　優子

35 山梨大学医学部附属病院 遺伝子疾患診療センター 409-3821 山梨県中央市下河東1110 055-273-1111 055-273-6765 石黒　浩毅

36 信州大学医学部附属病院 遺伝子医療研究センター 390-8621 長野県松本市旭3-1-1 0263-37-2282 0263-37-3216 古庄　知己

37 新潟大学医歯学総合病院 ゲノム診療部 
遺伝医療センター 951-8520 新潟県新潟市中央区旭町通

1-754 025-227-0352 025-227-0363 池内　健

38 富山大学附属病院 遺伝子診療部 930-0194 富山県富山市杉谷2630番地 076-415-8863 076-415-8863 仁井見　英樹

39 金沢大学附属病院 遺伝診療部 920-8640 石川県金沢市宝町13-1 076-265-2861 076-265-2861 渡邉　淳
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40 金沢医科大学病院 ゲノム医療センター 920-0293 石川県河北郡内灘町大学1-1 076-286-3511 
（内）8353 076-218-8081 新井田　要

41 福井大学医学部附属病院 遺伝診療部 910-1193 福井県吉田郡永平寺町松岡
下合月23-3 0776-61-3111 0776-61-8150 井川　正道

42 浜松医科大学医学部附属病院 遺伝子診療部 431-3192 静岡県浜松市中央区半田山 
1丁目20-1 053-435-2111 岩泉　守哉

43 岐阜大学医学部附属病院 ゲノム疾患・遺伝子診療センター 501-1194 岐阜県岐阜市柳戸1-1 058-230-6000 058-230-7354 小川　武則

44 名古屋大学医学部附属病院 ゲノム医療センター 466-8560 愛知県名古屋市昭和区鶴舞
町65

052-741-2111 
（内）5043 052-744-2853 安藤　雄一

45 名古屋市立大学病院 臨床遺伝医療部 467-8601 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂
町川澄1番地 052-853-8241 052-842-2269 後藤　志信

46 藤田医科大学病院 臨床遺伝科 470-1192 愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ
窪1-98

0562-93-2111 
（内）9785 0562-93-8831 倉橋　浩樹

47 愛知医科大学 臨床遺伝総合診療 480-1195 愛知県長久手市岩作雁又1番
地1 0561-62-3311 0561-63-1068 高木　潤子

48 三重大学 医学部附属病院 ゲノム診療科 514-8507 三重県津市江戸橋2-174 059-232-1111 
（内）5395 059-231-5136 奥川　喜永

49 滋賀医科大学医学部附属病院 小児科・臨床遺伝相談科 520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 077-548-2228 077-548-2230 丸尾　良浩

50 奈良県立医科大学附属病院 遺伝カウンセリング室 634-8522 奈良県橿原市四条町840 0744-29-8881 0744-24-9222 杉江　和馬

51 京都大学医学部附属病院 遺伝子診療部 606-8507 京都府京都市左京区聖護院
河原町54 075-751-4350 075-753-4649 万代　昌紀

52 京都府立医科大学附属病院 遺伝子診療部 602-8566 京都府京都市上京区河原町
通広小路上ル梶井町465 075-251-5659 075-251-5659 黒田　純也

53 大阪医科薬科大学病院 遺伝カウンセリング室 569-8686 大阪府高槻市大学町2-7 
（高槻郵便局私書箱第7号） 072-684-6751 072-684-6752 藤田　太輔

54 大阪大学医学部附属病院 遺伝子診療部 565-0871 大阪府吹田市山田丘2-15 06-6879-6558 06-6879-6539 髙橋　正紀

55 大阪公立大学医学部附属病院 ゲノム医療センター 545-8586 大阪府大阪市阿倍野区旭町
1-5-7

06-6645-2121 
（内）3816 06-6636-8737 新宅　治夫

56 近畿大学病院 遺伝子診療部 589-8511 大阪府大阪狭山市大野東
377-2

072-366-0221 
（内）5645 072-366-4846 西郷　和真

57 和歌山県立医科大学附属病院 遺伝診療部 641-0012 和歌山県和歌山市紀三井寺
811-1

073-447-2300 
（内）2268 073-445-1161 南　佐和子

58 関西医科大学附属病院 臨床遺伝センター 573-1010 大阪府枚方市新町2-5-1 072-804-2517 072-804-2045 塚口　裕康

59 神戸大学医学部附属病院 遺伝子診療部 650-0017 兵庫県神戸市中央区楠町
7-5-2 078-382-6090 078-382-6099 野津　寛大

60 兵庫医科大学病院 遺伝子医療部 663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1-1 0798-45-6346 0798-45-6347 澤井　英明

61 岡山大学病院 臨床遺伝子診療科 700-8558 岡山県岡山市北区鹿田町
2-5-1 086-235-6987 086-235-6988 平沢　晃

62 川崎医科大学附属病院 遺伝診療センター 701-0192 岡山県倉敷市松島577 086-462-1111 086-462-7897 德富　智明

63 鳥取大学医学部附属病院 遺伝子診療科 683-8504 鳥取県米子市西町36-1 0859-38-6692 0859-38-6470 粟野　宏之

64 島根大学医学部附属病院 臨床遺伝診療部 693-8511 島根県出雲市塩冶町89-1 0853-20-2383 0853-20-2716 鬼形　和道

65 広島大学病院 遺伝子診療科 734-8551 広島県広島市南区霞1-2-3 082-257-5965 082-257-1762 檜井　孝夫

66 山口大学医学部附属病院 遺伝・ゲノム診療部 755-8505 山口県宇部市南小串1-1-1 0836-85-3241 0836-85-3241 伊藤　浩史

67 徳島大学病院 ゲノム医療センター 770-8503 徳島県徳島市蔵本町2-50-1 088-633-9218 088-633-9219 森野　豊之

68 愛媛大学医学部附属病院 臨床遺伝医療部 791-0295 愛媛県東温市志津川 089-960-5125 
（内）5123 089-960-5131 江口　真理子

69 高知大学医学部附属病院 臨床遺伝診療部 783-8505 高知県南国市岡豊町小蓮
185-1 088-888-2089 088-888-2140 久保　亨

70 香川大学医学部附属病院 臨床遺伝ゲノム診療科 761-0793 香川県木田郡三木町池戸
1750-1

087-898-5111 
（内）0878912174 087-891-2175 隈元　謙介

71 産業医科大学病院 遺伝カウンセリング科 807-8556 福岡県北九州市八幡西区
医生ケ丘1-1 093-603-1611 093-603-3657 近藤　寛之

72 九州大学病院 臨床遺伝医療部 812-8582 福岡県福岡市東区馬出3丁目
1-1 092-642-5057 092-642-6926 加藤　聖子

73 福岡大学病院 遺伝医療室 814-0180 福岡県福岡市城南区七隈
7-45-1 092-801-1011 092-865-4114 倉員　正光

74 久留米大学病院 遺伝外来 830-0011 福岡県久留米市旭町67番地 0942-35-3311 0942-38-1792 渡邊　順子

75 佐賀大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室 849-8501 佐賀県佐賀市鍋島5-1-1 0952-34-3149 0952-34-2071 副島　英伸

76 長崎大学病院 ゲノム診療センター 
遺伝カウンセリング部門 852-8501 長崎県長崎市坂本1-7-1 095-819-7548 095-819-7548 三浦　清徳

77 熊本大学病院 遺伝診療センター 860-8556 熊本県熊本市中央区本荘
1-1-1 096-373-5713 096-373-6287 中村　公俊

78 大分大学医学部附属病院 遺伝子診療室 879-5593 大分県由布市挾間町医大ヶ
丘1丁目1番地 097-586-5833 097-586-5839 井原　健二

79 宮崎大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング部 889-1692 宮崎県宮崎市清武町木原
5200 0985-85-9766 0985-85-6149 土井　宏太郎
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40 金沢医科大学病院 ゲノム医療センター 920-0293 石川県河北郡内灘町大学1-1 076-286-3511 
（内）8353 076-218-8081 新井田　要

41 福井大学医学部附属病院 遺伝診療部 910-1193 福井県吉田郡永平寺町松岡
下合月23-3 0776-61-3111 0776-61-8150 井川　正道

42 浜松医科大学医学部附属病院 遺伝子診療部 431-3192 静岡県浜松市中央区半田山 
1丁目20-1 053-435-2111 岩泉　守哉

43 岐阜大学医学部附属病院 ゲノム疾患・遺伝子診療センター 501-1194 岐阜県岐阜市柳戸1-1 058-230-6000 058-230-7354 小川　武則

44 名古屋大学医学部附属病院 ゲノム医療センター 466-8560 愛知県名古屋市昭和区鶴舞
町65

052-741-2111 
（内）5043 052-744-2853 安藤　雄一

45 名古屋市立大学病院 臨床遺伝医療部 467-8601 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂
町川澄1番地 052-853-8241 052-842-2269 後藤　志信

46 藤田医科大学病院 臨床遺伝科 470-1192 愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ
窪1-98

0562-93-2111 
（内）9785 0562-93-8831 倉橋　浩樹

47 愛知医科大学 臨床遺伝総合診療 480-1195 愛知県長久手市岩作雁又1番
地1 0561-62-3311 0561-63-1068 高木　潤子

48 三重大学 医学部附属病院 ゲノム診療科 514-8507 三重県津市江戸橋2-174 059-232-1111 
（内）5395 059-231-5136 奥川　喜永

49 滋賀医科大学医学部附属病院 小児科・臨床遺伝相談科 520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 077-548-2228 077-548-2230 丸尾　良浩

50 奈良県立医科大学附属病院 遺伝カウンセリング室 634-8522 奈良県橿原市四条町840 0744-29-8881 0744-24-9222 杉江　和馬

51 京都大学医学部附属病院 遺伝子診療部 606-8507 京都府京都市左京区聖護院
河原町54 075-751-4350 075-753-4649 万代　昌紀

52 京都府立医科大学附属病院 遺伝子診療部 602-8566 京都府京都市上京区河原町
通広小路上ル梶井町465 075-251-5659 075-251-5659 黒田　純也

53 大阪医科薬科大学病院 遺伝カウンセリング室 569-8686 大阪府高槻市大学町2-7 
（高槻郵便局私書箱第7号） 072-684-6751 072-684-6752 藤田　太輔

54 大阪大学医学部附属病院 遺伝子診療部 565-0871 大阪府吹田市山田丘2-15 06-6879-6558 06-6879-6539 髙橋　正紀

55 大阪公立大学医学部附属病院 ゲノム医療センター 545-8586 大阪府大阪市阿倍野区旭町
1-5-7

06-6645-2121 
（内）3816 06-6636-8737 新宅　治夫

56 近畿大学病院 遺伝子診療部 589-8511 大阪府大阪狭山市大野東
377-2

072-366-0221 
（内）5645 072-366-4846 西郷　和真

57 和歌山県立医科大学附属病院 遺伝診療部 641-0012 和歌山県和歌山市紀三井寺
811-1

073-447-2300 
（内）2268 073-445-1161 南　佐和子

58 関西医科大学附属病院 臨床遺伝センター 573-1010 大阪府枚方市新町2-5-1 072-804-2517 072-804-2045 塚口　裕康

59 神戸大学医学部附属病院 遺伝子診療部 650-0017 兵庫県神戸市中央区楠町
7-5-2 078-382-6090 078-382-6099 野津　寛大

60 兵庫医科大学病院 遺伝子医療部 663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1-1 0798-45-6346 0798-45-6347 澤井　英明

61 岡山大学病院 臨床遺伝子診療科 700-8558 岡山県岡山市北区鹿田町
2-5-1 086-235-6987 086-235-6988 平沢　晃

62 川崎医科大学附属病院 遺伝診療センター 701-0192 岡山県倉敷市松島577 086-462-1111 086-462-7897 德富　智明

63 鳥取大学医学部附属病院 遺伝子診療科 683-8504 鳥取県米子市西町36-1 0859-38-6692 0859-38-6470 粟野　宏之

64 島根大学医学部附属病院 臨床遺伝診療部 693-8511 島根県出雲市塩冶町89-1 0853-20-2383 0853-20-2716 鬼形　和道

65 広島大学病院 遺伝子診療科 734-8551 広島県広島市南区霞1-2-3 082-257-5965 082-257-1762 檜井　孝夫

66 山口大学医学部附属病院 遺伝・ゲノム診療部 755-8505 山口県宇部市南小串1-1-1 0836-85-3241 0836-85-3241 伊藤　浩史

67 徳島大学病院 ゲノム医療センター 770-8503 徳島県徳島市蔵本町2-50-1 088-633-9218 088-633-9219 森野　豊之

68 愛媛大学医学部附属病院 臨床遺伝医療部 791-0295 愛媛県東温市志津川 089-960-5125 
（内）5123 089-960-5131 江口　真理子

69 高知大学医学部附属病院 臨床遺伝診療部 783-8505 高知県南国市岡豊町小蓮
185-1 088-888-2089 088-888-2140 久保　亨

70 香川大学医学部附属病院 臨床遺伝ゲノム診療科 761-0793 香川県木田郡三木町池戸
1750-1

087-898-5111 
（内）0878912174 087-891-2175 隈元　謙介

71 産業医科大学病院 遺伝カウンセリング科 807-8556 福岡県北九州市八幡西区
医生ケ丘1-1 093-603-1611 093-603-3657 近藤　寛之

72 九州大学病院 臨床遺伝医療部 812-8582 福岡県福岡市東区馬出3丁目
1-1 092-642-5057 092-642-6926 加藤　聖子

73 福岡大学病院 遺伝医療室 814-0180 福岡県福岡市城南区七隈
7-45-1 092-801-1011 092-865-4114 倉員　正光

74 久留米大学病院 遺伝外来 830-0011 福岡県久留米市旭町67番地 0942-35-3311 0942-38-1792 渡邊　順子

75 佐賀大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング室 849-8501 佐賀県佐賀市鍋島5-1-1 0952-34-3149 0952-34-2071 副島　英伸

76 長崎大学病院 ゲノム診療センター 
遺伝カウンセリング部門 852-8501 長崎県長崎市坂本1-7-1 095-819-7548 095-819-7548 三浦　清徳

77 熊本大学病院 遺伝診療センター 860-8556 熊本県熊本市中央区本荘
1-1-1 096-373-5713 096-373-6287 中村　公俊

78 大分大学医学部附属病院 遺伝子診療室 879-5593 大分県由布市挾間町医大ヶ
丘1丁目1番地 097-586-5833 097-586-5839 井原　健二

79 宮崎大学医学部附属病院 遺伝カウンセリング部 889-1692 宮崎県宮崎市清武町木原
5200 0985-85-9766 0985-85-6149 土井　宏太郎
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80 鹿児島大学病院 遺伝カウンセリング室 890-8520 鹿児島県鹿児島市桜ヶ丘
8-35-1 099-275-5028 099-275-6846 小林　裕明

81 琉球大学病院 遺伝カウンセリング室 903-0215 沖縄県中頭郡西原町上原207 098-895-3331 
（内）2380 098-895-1418 中西　浩一

82 東北医科薬科大学病院 遺伝子診療部 983-8512 宮城県仙台市宮城野区福室
1-12-1 022-259-1221 022-290-8959 下平　秀樹

83 国立精神・神経医療研究センター
病院 ゲノム診療部 187-8551 東京都小平市小川東町4-1-1 042-341-2711 

（内）7262 高橋　祐二

84 国立循環器病研究センター ゲノム医療支援部 564-8565 大阪府吹田市岸部新町6-1 06-6170-1070 06-6170-1424 朝野　仁裕

85 国立国際医療研究センター メディカルゲノムセンター
／臨床ゲノム科 162-8655 東京都新宿区戸山1-21-1 03-3202-7181 

（内）2896 03-3202-7364 加藤　規弘

86 国立成育医療研究センター 遺伝診療センター 157-8535 東京都世田谷区大蔵2-10-1 03-3416-0181 03-3416-2222 黒澤　健司

87 国立長寿医療研究センター メディカルゲノムセンター 474-8511 愛知県大府市森岡町7-430 0562-46-2311 
5060 0562-46-8594 尾崎　浩一

88 国立がん研究センター東病院 遺伝子診療部門 277-8577 千葉県柏市柏の葉6-5-1 04-7133-1111 04-7131-9960 桑田　健

89 国立がん研究センター中央病院 遺伝子診療部門 104-0045 東京都中央区築地5-1-1 03-3542-2511 03-3541-2685 平田　真

90 埼玉県立小児医療センター 遺伝診療センター/遺伝科 330-8777 埼玉県さいたま市中央区新
都心1-2 048-601-2200 048-601-2249 大橋　博文

91 千葉県こども病院 遺伝診療センター 266-0007 千葉県千葉市緑区辺田町
579-1

043-292-2111 
（内）2281 043-292-3815 井上　毅信

92 地方独立行政法人神奈川県立病院
機構神奈川県立こども医療センター 遺伝科 232-8555 神奈川県横浜市南区六ッ川

2-138-4 045-711-2351 045-721-3324 黒田　友紀子　

93 公立学校共済組合　近畿中央病院 遺伝子診療センター 664-8533 兵庫県伊丹市車塚3丁目1番地 072-781-3712 072-779-1567 上道　知之

94 社会医療法人母恋　天使病院 臨床遺伝センター 065-8611 北海道札幌市東区北12条東3
丁目1-1

011-711-0101 
（内）4018 011-751-1708 外木　秀文

95 聖隷浜松病院 臨床遺伝センター 430-8558 静岡県浜松市中区住吉2-12-
12 053-474-2222 053-471-6050 内山　剛

96 独立行政法人国立病院機構 
新潟病院 臨床研究部 945-8585 新潟県柏崎市赤坂町3-52 0257-22-2126 0257-24-9812 藤中　秀彦

97 地方独立行政法人東京都立病院機構
東京都立小児総合医療センター 遺伝診療部　臨床遺伝科 183-8561 東京都府中市武蔵台2-8-29 042-300-5111 

5122 042-312-8162 吉橋　博史

98 がん・感染症センター 
東京都立駒込病院 遺伝子診療科 113-8677 東京都文京区本駒込3-18-22 03-3823-2101 03-3824-1552 山口　達郎

99 大阪市立総合医療センター 遺伝子診療部 534-0021 大阪府大阪市都島区都島本
通2-13-22 06-6929-1221 06-6929-1090 中村　博昭

100 独立行政法人国立病院機構 
医王病院 遺伝カウンセリング部門 920-0192 石川県金沢市岩出町二73-1 076-258-1180 076-258-6719 高橋　和也

101 名古屋市立大学医学部附属 
西部医療センター 遺伝診療部 462-8508 愛知県名古屋市北区平手町

1-1-1 052-991-8121 052-916-2038 濱嶋　直樹

102 国立病院機構 
四国こどもとおとなの医療センター 遺伝医療センター 765-8507 香川県善通寺市仙遊町2-1-1 0877-62-1000 0877-62-6311 近藤　朱音

103 学校法人聖路加国際大学 
聖路加国際病院 遺伝診療センター 104-0044 東京都中央区明石町10-1 03-5550-2412 03-5550-2563 山中　美智子

104 独立行政法人国立病院機構 
九州医療センター ゲノム診療部 810-8563 福岡県福岡市中央区地行浜

1-8-1 092-852-0700 092-847-8802 溝口　昌弘

106 兵庫県立尼崎総合医療センター 遺伝診療センター 660-8550 兵庫県尼崎市東難波町2丁目
17-77 06-6480-7000 06-6480-7001 佐藤　浩

107 国立病院機構京都医療センター 遺伝診療部 612-8555 京都府京都市伏見区深草向
畑町1-1 075-641-9161 075-645-2781 浅原　哲子

108 滋賀県立小児保健医療センター 遺伝科 524-0022 滋賀県守山市守山5-7-30 077-582-6200 
（内）6763 077-582-6304 野崎　章仁

109 医療法人　慈桜会　瀬戸病院 遺伝診療部 359-1128 埼玉県所沢市金山町8-6 04-2922-0221 04-2922-9800 篠塚　憲男

110 北野病院 ブレストセンター乳腺外科 530-8480 大阪府大阪市北区扇町2丁目
4番20号 06-6131-1221 06-6312-8867 高原　祥子

111 国立病院機構東京医療センター 臨床遺伝センター 152-8902 東京都目黒区東が丘2-5-1 03-3411-0111 03-3412-9811 松永　達雄

112 静岡県立総合病院 ゲノム医療センター 420-8527 静岡県静岡市葵区北安東
4-27-1 054-247-6111 054-247-6187 臼井　健

113 社会医療法人愛仁会高槻病院 遺伝診療センター 569-1192 大阪府高槻市古曾部町1-3-
13 072-681-3801 072-682-3834 玉置　知子

114 愛知県がんセンター ゲノム医療センター・リスク
評価室 464-8681 愛知県名古屋市千種区鹿子

殿1-1 052-762-6111 052-764-2963 井本　逸勢

115 国立病院機構名古屋医療センター 遺伝診療科 460-0001 愛知県名古屋市中区三の丸
4-1-1

052-951-1111 
（内）6129 052-951-0664 服部　浩佳

116 埼玉医科大学総合医療センター 遺伝相談室 350-8550 埼玉県川越市鴨田1981 049-228-3841 049-225-2033 高井　泰 
母里　淑子

117 日本赤十字社愛知医療センター 
名古屋第一病院 遺伝カウンセリングセンター 453-8511 愛知県名古屋市中村区道下

町3丁目35番地 052-481-5111 052-482-7733 安藤　智子

118 公益財団法人ちば県民保健予防 
財団 診療部　遺伝子診療科 261-0002 千葉県千葉市美浜区新港32-

14 043-246-0350 043-246-8640 野村　文夫

119 愛知県医療療育総合センター
遺伝診療科/中央病院 及び 
遺伝子医療研究部門/ 
発達障害研究所

480-0392 愛知県春日井市神屋町713-8 0568-88-0811 0568-88-0838 稲葉　美枝
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No 施設名 部門名 郵便番号 住所 電話 ファックス 代表者氏名

120 大阪急性期・総合医療センター 遺伝診療センター 558-8558 大阪府大阪市住吉区万代東
3丁目1番56号 06-6692-1201 06-6606-7000 坂口 　学

121 東邦大学医療センター佐倉病院 臨床遺伝診療センター 285-8741 千葉県佐倉市下志津564−1 043-462-8811 
（内）6433 043-462-8820 内海　孝信

122 日本赤十字社愛知医療センター 
名古屋第二病院 臨床遺伝診療科 466-8650 愛知県名古屋市昭和区妙見

町2-9 052-832-1121 052-832-1130 加藤　紀子

123 神奈川県立がんセンター 遺伝診療科 241-8515 神奈川県横浜市旭区中尾
2-3-2 045-520-2222 045-520-2202 成松　宏人

124 亀田総合病院 臨床遺伝科 296-8602 千葉県鴨川市東町929番地 04-7092-2211 04-7099-1103 門岡　みずほ

125 地方独立行政法人東京都立病院機構
東京都立多摩総合医療センター ゲノム診療科 183-8524 東京都府中市武蔵台2-8-29 042-323-5111 

（内）4079 042-312-9197 井上　大

126 静岡県立静岡がんセンター ゲノム医療推進部 
遺伝カウンセリング室 411-8777 静岡県駿東郡長泉町下長窪

1007 055-989-5222 055-989-5692 松林　宏行

127 茨城県立中央病院 遺伝子診療部 309-1793 茨城県笠間市鯉淵6528 0296-77-1121 
（内）5750 0296-77-2886 齋藤　誠

128 昭和大学横浜市北部病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター 224-8503 神奈川県横浜市都筑区茅ケ
崎中央35-1 045-949-7000 045-949-7297 富永　牧子

129 香川県立中央病院 ゲノム医療センター 760-8557 香川県高松市朝日町一丁目
2番1号

087-811-3333 
（内）2760 087-802-1188 中西　美惠

130 堺市立総合医療センター 遺伝診療科 593-8304 大阪府堺市西区家原寺町1丁
1番1号 072-272-1199 072-272-9911 階堂　三砂子

131 青森県立中央病院 臨床遺伝科 030-8553 青森県青森市東造道2-1-1 017-726-8111 
（内）3203 017-726-8273 北澤　淳一

132 兵庫県立がんセンター 遺伝診療科 673-8558 兵庫県明石市北王子町13-70 078-929-1151 078-929-2380 松本　光史

133 国立病院機構北海道がんセンター がんゲノム医療センター 003-0804 北海道札幌市白石区菊水4条
2丁目3-54 011-811-9111 011-832-0652 横内　浩

134 富山県立中央病院 遺伝診療科 930-8550 富山県富山市西長江2丁目
2-78

076-424-1531 
（内）9670 076-422-0667 八田　尚人

135 独立行政法人国立病院機構 
福山医療センター がんゲノム医療センター 720-8520 広島県福山市沖野上町4丁目

14-17 084-922-0001 084-931-3969 三好　和也

136 トヨタ記念病院 ゲノム医療科 471-8513 愛知県豊田市平和町1丁目1 0565-28-0100 0565-24-7170 町田　純一郎

137 佐世保市総合医療センター ゲノム医療センター 
遺伝カウンセリング室 857-8511 長崎県佐世保市平瀬町9番地

3
0956-24-1515 

（内）6287 0956-22-4641 野々下　晃子

138 県立広島病院 ゲノム診療科 734-8530 広島県広島市南区宇品神田
1丁目5-54 082-254-1818 082-253-8274 土井　美帆子

139 横浜市立大学附属市民総合医療
センター 遺伝子診療科 232-0024 神奈川県横浜市南区浦舟町

4-57
045-261-5656 

（内）7131 045-241-5550 田野島　美城

140 独立行政法人国立病院機構 
四国がんセンター 遺伝性がん診療科 791-0280 愛媛県松山市南梅本町甲160 089-999-1111 089-999-1100 山本　弥寿子

141 兵庫県立こども病院 臨床遺伝科 650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南
町1-6-7

078-945-7300 
（内）38042 078-302-1023 森貞　直哉

142 がん研有明病院 臨床遺伝医療部 135-8550 東京都江東区有明3丁目8-31 03-3520-0111 03-3570-0343 植木　有紗

143 姫路赤十字病院 遺伝子診療科 670-8540 兵庫県姫路市下手野1丁目12
番1号

079-294-2251 
（内）1049 079-296-4050 甲斐　恭平

144 岐阜県総合医療センター 遺伝子診療科 500-8717 岐阜県岐阜市野一色4丁目
6-1 058-246-1111 058-248-3805 金子　英雄

145 武蔵野赤十字病院 がんゲノム医療センター
遺伝外来 180-8610 東京都武蔵野市境南町1丁目

26-1 0422-32-3111 0422-34-2835 渡邉　尚文

146 神戸市立医療センター 
中央市民病院 遺伝センター 650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南

町2-1-1 
078-302-4321 
(内)7529 078-302-7537 安井　久晃

147 島根県立中央病院 臨床ゲノム医療推進室 693-8555 島根県出雲市姫原4-1-1 0853-22-5111 
(内)6482 0853-21-2175 金澤　旭宣

148 加古川中央市民病院 遺伝子診療部 675-8611 兵庫県加古川市加古川町本
町439番地 079-451-5500 079-451-8642 金田　邦彦

149 東京都立墨東病院 遺伝子診療科 130-8575 東京都墨田区江東橋4-23-15 03-3633-6151
（内）5833 兵藤　博信

150 倉敷中央病院 遺伝診療部 710-8602 岡山県倉敷市美和1丁目1-1 086-422-0210 086-421-3424 二宮　伸介

151 千葉県がんセンター 遺伝子診断部 260-0801 千葉県千葉市中央区仁戸名
町666-2

043-264-5431 
(内)7351 043-262-8680 横井　左奈

2025.4.1現在
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No 施設名 部門名 郵便番号 住所 電話 ファックス 代表者氏名

120 大阪急性期・総合医療センター 遺伝診療センター 558-8558 大阪府大阪市住吉区万代東
3丁目1番56号 06-6692-1201 06-6606-7000 坂口 　学

121 東邦大学医療センター佐倉病院 臨床遺伝診療センター 285-8741 千葉県佐倉市下志津564−1 043-462-8811 
（内）6433 043-462-8820 内海　孝信

122 日本赤十字社愛知医療センター 
名古屋第二病院 臨床遺伝診療科 466-8650 愛知県名古屋市昭和区妙見

町2-9 052-832-1121 052-832-1130 加藤　紀子

123 神奈川県立がんセンター 遺伝診療科 241-8515 神奈川県横浜市旭区中尾
2-3-2 045-520-2222 045-520-2202 成松　宏人

124 亀田総合病院 臨床遺伝科 296-8602 千葉県鴨川市東町929番地 04-7092-2211 04-7099-1103 門岡　みずほ

125 地方独立行政法人東京都立病院機構
東京都立多摩総合医療センター ゲノム診療科 183-8524 東京都府中市武蔵台2-8-29 042-323-5111 

（内）4079 042-312-9197 井上　大

126 静岡県立静岡がんセンター ゲノム医療推進部 
遺伝カウンセリング室 411-8777 静岡県駿東郡長泉町下長窪

1007 055-989-5222 055-989-5692 松林　宏行

127 茨城県立中央病院 遺伝子診療部 309-1793 茨城県笠間市鯉淵6528 0296-77-1121 
（内）5750 0296-77-2886 齋藤　誠

128 昭和大学横浜市北部病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター 224-8503 神奈川県横浜市都筑区茅ケ
崎中央35-1 045-949-7000 045-949-7297 富永　牧子

129 香川県立中央病院 ゲノム医療センター 760-8557 香川県高松市朝日町一丁目
2番1号

087-811-3333 
（内）2760 087-802-1188 中西　美惠

130 堺市立総合医療センター 遺伝診療科 593-8304 大阪府堺市西区家原寺町1丁
1番1号 072-272-1199 072-272-9911 階堂　三砂子

131 青森県立中央病院 臨床遺伝科 030-8553 青森県青森市東造道2-1-1 017-726-8111 
（内）3203 017-726-8273 北澤　淳一

132 兵庫県立がんセンター 遺伝診療科 673-8558 兵庫県明石市北王子町13-70 078-929-1151 078-929-2380 松本　光史

133 国立病院機構北海道がんセンター がんゲノム医療センター 003-0804 北海道札幌市白石区菊水4条
2丁目3-54 011-811-9111 011-832-0652 横内　浩

134 富山県立中央病院 遺伝診療科 930-8550 富山県富山市西長江2丁目
2-78

076-424-1531 
（内）9670 076-422-0667 八田　尚人

135 独立行政法人国立病院機構 
福山医療センター がんゲノム医療センター 720-8520 広島県福山市沖野上町4丁目

14-17 084-922-0001 084-931-3969 三好　和也

136 トヨタ記念病院 ゲノム医療科 471-8513 愛知県豊田市平和町1丁目1 0565-28-0100 0565-24-7170 町田　純一郎

137 佐世保市総合医療センター ゲノム医療センター 
遺伝カウンセリング室 857-8511 長崎県佐世保市平瀬町9番地

3
0956-24-1515 

（内）6287 0956-22-4641 野々下　晃子

138 県立広島病院 ゲノム診療科 734-8530 広島県広島市南区宇品神田
1丁目5-54 082-254-1818 082-253-8274 土井　美帆子

139 横浜市立大学附属市民総合医療
センター 遺伝子診療科 232-0024 神奈川県横浜市南区浦舟町

4-57
045-261-5656 

（内）7131 045-241-5550 田野島　美城

140 独立行政法人国立病院機構 
四国がんセンター 遺伝性がん診療科 791-0280 愛媛県松山市南梅本町甲160 089-999-1111 089-999-1100 山本　弥寿子

141 兵庫県立こども病院 臨床遺伝科 650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南
町1-6-7

078-945-7300 
（内）38042 078-302-1023 森貞　直哉

142 がん研有明病院 臨床遺伝医療部 135-8550 東京都江東区有明3丁目8-31 03-3520-0111 03-3570-0343 植木　有紗

143 姫路赤十字病院 遺伝子診療科 670-8540 兵庫県姫路市下手野1丁目12
番1号

079-294-2251 
（内）1049 079-296-4050 甲斐　恭平

144 岐阜県総合医療センター 遺伝子診療科 500-8717 岐阜県岐阜市野一色4丁目
6-1 058-246-1111 058-248-3805 金子　英雄

145 武蔵野赤十字病院 がんゲノム医療センター
遺伝外来 180-8610 東京都武蔵野市境南町1丁目

26-1 0422-32-3111 0422-34-2835 渡邉　尚文

146 神戸市立医療センター 
中央市民病院 遺伝センター 650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南

町2-1-1 
078-302-4321 
(内)7529 078-302-7537 安井　久晃

147 島根県立中央病院 臨床ゲノム医療推進室 693-8555 島根県出雲市姫原4-1-1 0853-22-5111 
(内)6482 0853-21-2175 金澤　旭宣

148 加古川中央市民病院 遺伝子診療部 675-8611 兵庫県加古川市加古川町本
町439番地 079-451-5500 079-451-8642 金田　邦彦

149 東京都立墨東病院 遺伝子診療科 130-8575 東京都墨田区江東橋4-23-15 03-3633-6151
（内）5833 兵藤　博信

150 倉敷中央病院 遺伝診療部 710-8602 岡山県倉敷市美和1丁目1-1 086-422-0210 086-421-3424 二宮　伸介

151 千葉県がんセンター 遺伝子診断部 260-0801 千葉県千葉市中央区仁戸名
町666-2

043-264-5431 
(内)7351 043-262-8680 横井　左奈
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選挙サイト ▶▶▶ https://zeniden.hp.peraichi.com/

選挙サイト利用案内

選挙専用サイトの活用方法について

役員選出に関する細則は
こちらから確認できます。

お問い合せフォームは
こちらから

理事 立候補フォーム

選挙権者の変更フォーム

選挙時の選挙権者は、全国遺伝子医療
部門連絡会議に登録されている
施設代表者に権利を原則付与します。

なお、施設代表者以外に権利を付与し
たい場合はこちらから入力ください

各施設の代表者をご確認
できます。

維持機関会員施設に所属する
個人とします。

選挙サイト：https://zeniden.hp.peraichi.com/

【A】

【B】

令和６年２月吉日
維持機関会員 各位

全国遺伝子医療部門連絡会議
理事長 小杉眞司

【2024年度理事選出】理事立候補/選挙権者確定に関して
拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は当会への御参加および御協力を賜り誠にありがとうございます。

さて全国遺伝子医療部門連絡会議では役員の選出に関し、2024年度より公選制を導入
いたします。役員選出に関する細則は別紙をご参照頂きますようお願い申し上げます。
まずは「理事立候補」および「選挙権者の確定」を進めたいと存じます。詳細は以下
をご参照ください。選出・選挙に関しては専用ホームページを設置しておりますので
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敬具

専用サイトに立候補専用フォームがございますので
そちらから立候補ください

全国遺伝子医療部門連絡会議
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を選出）
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〒390-0815 長野県松本市深志2-8-13
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詳細については、４月１日以降に別途ご案内していきます。
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全国遺伝子医療部門連絡会議会則 
 

第１章 総則 
（名称） 
第１条 本会は，全国遺伝子医療部門連絡会議 The National Liaison Council for Clinical Sections of 

Medical Genetics と称する．（以下，本会という．） 
（組織） 
第２条 本会は全国の大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門を維持機関とし，次の構成員か

らなる． 
（１）正会員 維持機関の構成員 
（２）個人会員   本会の趣旨に賛同し，理事会の承認を受けた者 
 
第２章 目的及び事業 
（目的） 
第３条 本会は大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門の連携を保ち，学術的・社会的事柄に

関する情報交換，並びに構成員相互の意見交換を図り，もって遺伝子医療（遺伝カウンセリング，
遺伝学的検査等）の発展に寄与することを目的とする． 

（事業） 
第４条 本会は前条の目的を達成するために，次の事業を行なう． 
（１） 年１回以上の総会及び大会の開催 
（２） 会誌の発行 
（３） その他本会の目的を達成するために必要な事業 
 
第３章   
（役員） 
第５条 本会に次の役員を置く．  
（１） 理事長 １名 
（２） 常任理事 9 名（理事長を含む） 
（３） 監事 ２名 
（４） 大会理事 3 名（前年度大会担当・本年度大会担当・次年度大会担当各１名） 
（５） 事務局長 1名 
（理事長） 
第６条 理事長は，本会を代表し，理事会を組織して，業務を総括する． 
（理事） 
第７条 常任理事は，本会の事業につき理事長を補佐し，または代行する． 
（監事） 
第８条 監事は，理事会に出席し，会務を監査して，総会に報告する． 
（大会長） 
第９条 大会長は就任 2年目の大会理事が担当し、総会及び大会を主催する． 
（任期） 
第 10 条 （１）－（３）の役員の任期は、４年，（４）の役員は 3 年とし、再任を妨げない．任期の開
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始は、選出年の 7月 1 日からとする. 
  
第４章 総会 
（総会の組織） 
第 11 条 総会の組織は，維持機関代表者及び役員によって構成される． 
（総会の開催） 
第 12 条 総会は通常総会及び臨時総会とする． 
（１） 通常総会には，維持機関代表者及び役員が出席し，大会開催期間に行なう． 
（２） 臨時総会は必要に応じて，理事長が招集し，維持機関代表者及び役員が参加する． 
（総会の審議事項） 
第 13 条 通常総会は次の事項を審議する． 
（１） 予算及び決算に関すること 
（２） 総会及び大会に関すること 
（３） 本会則の改正に関すること 
（４） その他，本会の運営に関すること 
（総会の議長） 
第 14 条 議長には大会長をもってあてる． 
２ 大会長に事故がある時は，理事長が仮議長となり，議長を選出する． 
（定足数及び表決） 
第 15 条 通常総会は，維持機関代表者の３分の２以上の出席（委任状を含む．）により成立する． 
２ 通常総会の議事は，出席代表者の過半数をもって決する．可否同数の時は議長の決するところとす

る． 
３ 維持機関の代表者が出席できない時は，維持機関が任命した代理者が表決権をもって出席すること

ができる． 
 
第５章 会計 
第 16 条 本会の経費は，会費その他の収入による． 
（年会費） 
第 17 条 維持機関の年会費は５万円とする． 
２ 個人会員は大会参加費を負担する． 
（会計年度） 
第 18 条 本会の会計年度は，毎年 7 月１日に始まり翌年 6月 30日に終わる． 
 
第６章 事務局 
第 19 条 本会に事務局をおく． 
２ 事務局に，事務局長１名及び事務局員若干名をおく． 
 
第７章 会則変更等 
（会則変更） 
第 20 条 本会則の変更には，総会において出席した維持機関代表者の３分の２以上の同意を必要とす

る． 

－ 184－



－ 184－
－　47　－

始は、選出年の 7月 1 日からとする. 
  
第４章 総会 
（総会の組織） 
第 11 条 総会の組織は，維持機関代表者及び役員によって構成される． 
（総会の開催） 
第 12 条 総会は通常総会及び臨時総会とする． 
（１） 通常総会には，維持機関代表者及び役員が出席し，大会開催期間に行なう． 
（２） 臨時総会は必要に応じて，理事長が招集し，維持機関代表者及び役員が参加する． 
（総会の審議事項） 
第 13 条 通常総会は次の事項を審議する． 
（１） 予算及び決算に関すること 
（２） 総会及び大会に関すること 
（３） 本会則の改正に関すること 
（４） その他，本会の運営に関すること 
（総会の議長） 
第 14 条 議長には大会長をもってあてる． 
２ 大会長に事故がある時は，理事長が仮議長となり，議長を選出する． 
（定足数及び表決） 
第 15 条 通常総会は，維持機関代表者の３分の２以上の出席（委任状を含む．）により成立する． 
２ 通常総会の議事は，出席代表者の過半数をもって決する．可否同数の時は議長の決するところとす

る． 
３ 維持機関の代表者が出席できない時は，維持機関が任命した代理者が表決権をもって出席すること

ができる． 
 
第５章 会計 
第 16 条 本会の経費は，会費その他の収入による． 
（年会費） 
第 17 条 維持機関の年会費は５万円とする． 
２ 個人会員は大会参加費を負担する． 
（会計年度） 
第 18 条 本会の会計年度は，毎年 7 月１日に始まり翌年 6月 30日に終わる． 
 
第６章 事務局 
第 19 条 本会に事務局をおく． 
２ 事務局に，事務局長１名及び事務局員若干名をおく． 
 
第７章 会則変更等 
（会則変更） 
第 20 条 本会則の変更には，総会において出席した維持機関代表者の３分の２以上の同意を必要とす

る． 

－ 185－
－　47　－

始は、選出年の 7月 1 日からとする. 
  
第４章 総会 
（総会の組織） 
第 11 条 総会の組織は，維持機関代表者及び役員によって構成される． 
（総会の開催） 
第 12 条 総会は通常総会及び臨時総会とする． 
（１） 通常総会には，維持機関代表者及び役員が出席し，大会開催期間に行なう． 
（２） 臨時総会は必要に応じて，理事長が招集し，維持機関代表者及び役員が参加する． 
（総会の審議事項） 
第 13 条 通常総会は次の事項を審議する． 
（１） 予算及び決算に関すること 
（２） 総会及び大会に関すること 
（３） 本会則の改正に関すること 
（４） その他，本会の運営に関すること 
（総会の議長） 
第 14 条 議長には大会長をもってあてる． 
２ 大会長に事故がある時は，理事長が仮議長となり，議長を選出する． 
（定足数及び表決） 
第 15 条 通常総会は，維持機関代表者の３分の２以上の出席（委任状を含む．）により成立する． 
２ 通常総会の議事は，出席代表者の過半数をもって決する．可否同数の時は議長の決するところとす

る． 
３ 維持機関の代表者が出席できない時は，維持機関が任命した代理者が表決権をもって出席すること

ができる． 
 
第５章 会計 
第 16 条 本会の経費は，会費その他の収入による． 
（年会費） 
第 17 条 維持機関の年会費は５万円とする． 
２ 個人会員は大会参加費を負担する． 
（会計年度） 
第 18 条 本会の会計年度は，毎年 7 月１日に始まり翌年 6月 30日に終わる． 
 
第６章 事務局 
第 19 条 本会に事務局をおく． 
２ 事務局に，事務局長１名及び事務局員若干名をおく． 
 
第７章 会則変更等 
（会則変更） 
第 20 条 本会則の変更には，総会において出席した維持機関代表者の３分の２以上の同意を必要とす

る． 

－　47　－

始は、選出年の 7月 1 日からとする. 
  
第４章 総会 
（総会の組織） 
第 11 条 総会の組織は，維持機関代表者及び役員によって構成される． 
（総会の開催） 
第 12 条 総会は通常総会及び臨時総会とする． 
（１） 通常総会には，維持機関代表者及び役員が出席し，大会開催期間に行なう． 
（２） 臨時総会は必要に応じて，理事長が招集し，維持機関代表者及び役員が参加する． 
（総会の審議事項） 
第 13 条 通常総会は次の事項を審議する． 
（１） 予算及び決算に関すること 
（２） 総会及び大会に関すること 
（３） 本会則の改正に関すること 
（４） その他，本会の運営に関すること 
（総会の議長） 
第 14 条 議長には大会長をもってあてる． 
２ 大会長に事故がある時は，理事長が仮議長となり，議長を選出する． 
（定足数及び表決） 
第 15 条 通常総会は，維持機関代表者の３分の２以上の出席（委任状を含む．）により成立する． 
２ 通常総会の議事は，出席代表者の過半数をもって決する．可否同数の時は議長の決するところとす

る． 
３ 維持機関の代表者が出席できない時は，維持機関が任命した代理者が表決権をもって出席すること

ができる． 
 
第５章 会計 
第 16 条 本会の経費は，会費その他の収入による． 
（年会費） 
第 17 条 維持機関の年会費は５万円とする． 
２ 個人会員は大会参加費を負担する． 
（会計年度） 
第 18 条 本会の会計年度は，毎年 7 月１日に始まり翌年 6月 30日に終わる． 
 
第６章 事務局 
第 19 条 本会に事務局をおく． 
２ 事務局に，事務局長１名及び事務局員若干名をおく． 
 
第７章 会則変更等 
（会則変更） 
第 20 条 本会則の変更には，総会において出席した維持機関代表者の３分の２以上の同意を必要とす

る． 

－　48　－

（雑則） 
第 21 条 本会則に定めてある条項の他，必要事項は理事会が定め総会において報告する． 
附則 
１ 本会則は，平成20年4月1日から施行する． 
２ 本会の事務局は，信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター内に置く． 
３ この会則の改訂は平成24年10月28日から施行する． 
４ この会則の改訂は平成 25年 11 月 24 日から施行する. 
５ この会則の改訂は平成 30年 10 月 14 日から施行する． 
６ この会則の改訂は令和 5年 11 月 23日から施行する 
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全国遺伝子医療部門連絡会議細則 
 

第 1章 役員の選任 
1. 常任理事・監事・理事長は選挙によって選任する。立候補者が定数を越えない場合は、選挙は実施

しない。立候補者が定員に満たない場合は、理事会による推薦により選任する。 
2. 常任理事は任期終年の 3月末までの立候補者を対象に 4月末までに機関会員による選挙によって選

任する． 
3. 理事長は選任された常任理事の中から 5 月末までの立候補者を対象に、常任理事による選挙で選任

する。 
4. 監事は，常任理事以外による 5 月末までの立候補者を対象に、常任理事による選挙で選任する。立

候補者が定数を越えない場合は、選挙は実施しない。立候補者が定員に満たない場合は、理事会に
よる推薦により選任する。 

5. 大会理事は、担当する会議の前年の 6 月までに理事会で決定し、総会で報告。大会理事は常任理事、
理事長、監事が兼任することが可能である。 

6. 事務局長は, 理事会において決定し、総会で報告する。 
7. 役員は、下記の維持機関会員の施設に所属する個人とする。 
 
第 2章 維持機関会員 
維持機関会員の要件は下記のいずれかを満足する施設とする 
 1）大学病院等の医育機関 

2）国立高度医療機関 
 3）臨床遺伝専門医制度・研修施設 
 4）臨床遺伝専門医制度・研修施設となることを計画中の病院 
 5）認定遺伝カウンセラー養成施設 
 6）遺伝子医療に組織的に取り組んでいる病院 
 
第 3章 個人参加の要件 
大会への個人参加の要件は下記のいずれかを満足するものとし、事前に理事会の承認を得る 
 1）遺伝子医療部門と関係のある者 
 2）遺伝子医療の提供に関係のある者 

 （遺伝学的検査関係者，遺伝カウンセリング担当者，等） 
 
第 4章 事務局 
事務局は信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター とするが，運営事務局は下記とする． 

運営事務局： 株式会社成進社印刷（担当：北原修） 
長野県松本市深志 2-8-13 
TEL.0263-32-2301 FAX.0263-36-4691 
E-mail: zeniden@seisin.cc 

 
第 5章 総会、大会 
1） 原則として，総会，大会は毎年10月から11月までに開催する． 
2) 総会、大会の取り纏めを行う大会理事を前年の６月までに理事会で決定する． 
3)  8月末までに通常総会、大会のプログラムを決定する． 
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E-mail: zeniden@seisin.cc 

 
第 5章 総会、大会 
1） 原則として，総会，大会は毎年10月から11月までに開催する． 
2) 総会、大会の取り纏めを行う大会理事を前年の６月までに理事会で決定する． 
3)  8月末までに通常総会、大会のプログラムを決定する． 
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第 1章 役員の選任 
1. 常任理事・監事・理事長は選挙によって選任する。立候補者が定数を越えない場合は、選挙は実施

しない。立候補者が定員に満たない場合は、理事会による推薦により選任する。 
2. 常任理事は任期終年の 3月末までの立候補者を対象に 4月末までに機関会員による選挙によって選
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候補者が定数を越えない場合は、選挙は実施しない。立候補者が定員に満たない場合は、理事会に
よる推薦により選任する。 

5. 大会理事は、担当する会議の前年の 6 月までに理事会で決定し、総会で報告。大会理事は常任理事、
理事長、監事が兼任することが可能である。 

6. 事務局長は, 理事会において決定し、総会で報告する。 
7. 役員は、下記の維持機関会員の施設に所属する個人とする。 
 
第 2章 維持機関会員 
維持機関会員の要件は下記のいずれかを満足する施設とする 
 1）大学病院等の医育機関 

2）国立高度医療機関 
 3）臨床遺伝専門医制度・研修施設 
 4）臨床遺伝専門医制度・研修施設となることを計画中の病院 
 5）認定遺伝カウンセラー養成施設 
 6）遺伝子医療に組織的に取り組んでいる病院 
 
第 3章 個人参加の要件 
大会への個人参加の要件は下記のいずれかを満足するものとし、事前に理事会の承認を得る 
 1）遺伝子医療部門と関係のある者 
 2）遺伝子医療の提供に関係のある者 

 （遺伝学的検査関係者，遺伝カウンセリング担当者，等） 
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4) 大会は、原則として講演、代表者ワークショップ、総合討論で構成する． 
5) 2か月前までに，維持機関へのプログラム送付および維持機関からの参加者登録受付を開始する。
プログラムを連絡会議ＨＰに公開し，個人参加申込受付を開始する。後援３学会にプログラム情報を送
付，各学会ＨＰへの掲載を依頼する． 
6) 1か月前に，参加者登録を締切る 
7)  通常総会には各部門の代表者１名のみが出席し，会務等についての議決を行なう． 
8) 代表者ワークショップのコーディネータは理事会で決定する．また，コーディネータは記録係を指
名する.  
9)  代表者ワークショップにおいては，「遺伝子医療部門」の代表者が討論の中核を担い，その他の出
席者は，オブザーバーとして参加することを原則とする．しかし，実際の議事の進め方については，コ
ーディネータに一任する． 
10） 連絡会議の討論内容はテープおこしをし，報告書に記載する．翌年3月までに大会の報告書を維持
機関に郵送するとともにＨＰに公開する 
 
第 6章 年間活動内容 
1）「本会は大学病院及びその他の医療機関の遺伝子医療部門の連携を保ち，学術的・社会的事柄に関す
る情報交換，並びに構成員相互の意見交換を図り，もって遺伝子医療（遺伝カウンセリング，遺伝学的
検査等）の発展に寄与することを目的とする．」という会則に則った活動を行う． 
2）連絡会議の開催，および連絡会議報告書の作成 
3）各種調査の企画・実施，および他機関の行う調査への協力 
4）国，厚生労働省，文部科学省，学会，諸団体等への働きかけ 
5）報告書，HP等による広報活動（新「遺伝医学系統講義」DVD 貸出事業を含む） 
 
第 7章 担当役員（担当理事） 
役員の担当業務を下記に定める. 
1) 大会講演者の調整 
2) 大会代表者ワークショップコーディネータの調整 
3) 大会個人参加者の確認 
4) 維持機関会員の検討 
5) アンケート実施依頼、リンク依頼の検討 
6) 3)-5)については、担当理事確認の後、メール理事会へ諮問する。1 週間以内に異論のない場合は承

認されたものとみなす。 
 
第 8章 委員会 
年間活動の推進のために下記の委員会を設置する。委員長は理事会で定める。 
1) 遺伝子医療実施施設検索システム委員会 
2) GeneReviews Japan委員会 
3) Actionability Working Group-Japan委員会 
4) NGSD（次世代スーパードクター育成）プロジェクト支援委員会 
5) HP 担当 
その他、必要に応じた委員会を設置することができる。 
 
第 9章 顧問 
円滑な運営のために、本会に顧問をおくことができる。 
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全国遺伝子医療部門連絡会議　役員�
2024-2025 年度（2024 年 7 月〜 2026 年 6 月） 役員

理事長：小崎 健次郎

理事

　常 任 理 事 ： 井本 逸勢、小杉 眞司、鈴森 伸宏、高田 史男、 
平沢 　晃、蒔田 芳男、三宅 秀彦

　大会長理事：櫻井 晃洋、

監事：中山 智祥、吉田 雅幸

事務局長：古庄 知己

第 23回（2025 年）全国遺伝子医療部門連絡会議（開催予定）

大 会 長： 平沢 晃 
（岡山大学学術研究院医歯薬学域 臨床遺伝子医療学 教授）

開催期日： 2025 年 11 月 24 日（月・振替休日）

開催会場／オンライン

※詳細は決まり次第ホームページに掲載いたします。
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